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～緑と花の県民運動だより～
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令和２年７月７日、越前町小樟にある越前町漁民の森において、四ケ浦小学校の５年生により植樹が

行われました。海と森林の関係は強く、健全な森林が川の上流域にあると、栄養素が山から海に供給さ

れ、魚の多い豊かな海になります。「漁民の森」の活動は、漁業関係者が海を守るために全国でおこなわ

れ、越前町では「越前町漁民の森を育てる会」が平成１４年に発足し、活動しています。今回、児童たちは

森の働きを学び、森林組合や地元の漁師の方々の補助の下、クヌギとコナラの苗木を合計１３本植樹し

ました。

丹南地区では各地で花と緑のまちづくりに向けた取り組みが始まっています。越前町横山地区では

昨年に引き続き、区の行事の社会奉仕活動として令和２年６月２８日に花壇の植栽を行いました。県

道１４８号線沿いに１３個の花壇が並び、総延長は８４ｍになっています。植え付けた花苗は４２１株

（ベコニア１５０株、日日草２１株、インパチェンス１５０株、サルビア１００株）で、歩道や車道から綺麗

に見えるように畝に傾斜を付け、苗を千鳥や放射状に配置する等の工夫をしています。


